
2019年 度第 1回理事会議事録

1.日  日寺    2020`千 3月 23日  (月 )  10 : 45-16 : 00
2.場 所   日本財団パラリンピックサポー トセンター 会議室 International
3.出席者  理事 :総数 8名 中 霜稽次郎会長、長谷川勝壽理事、田口亜希理事、

浜村敏弘理事、国中辰美常務理事 (事務局) 以上出席 5名
監事 :総数 1名 中 瀬賀康昭監事 以上出席 1名
委任状提出 :深谷雅子理事、刈谷洋一理事、土橋隆一理事

田中常務理事が 10時45分に理事 5名 出席で成立するとの宣言をしたc
4.議 長  常務理事 田中辰美
5。 議事録署名人 長谷川勝壽理事、浜村敏弘理事
6.霜会長挨拶
霜会長から、「オリパラの開催が近いので粛々と準備を進めてほしい。パラクレー部会の今後

に期待しており、オリパラ後にどのような体制で運営するか検討してほしい。皆様から忌憚の

ない意見をいただきたい。」と挨拶があった。

<議事 >

第 1号 2019年度事業および会計状況について

2019年度 (中間)会計について田中事務局長から説明がなされた。選手強化助成については、

JSC競技力向上助成金、2020支援金ともに新型コロナウイルスの影響による国際大会の延期
。

中止があり、使い切れていない。2020支援金については、来年度分 800万円といつたん返金す

る今年度分の残金とが配分される予定であることが説明された。パラサポ助成については、派

遣職員の一名が 2020年 2月 に退職 したため人件費の一部を返金すること、普及の自主イベン ト

が開催されていないので、それらを返金することが報告された。

浜村理事からtパラクレーの遠征を予定していたが、新型コロナウイルスの影響を踏まえ、

チェコ (7月 )遠征は中止の方向で、イタリア (9月 )遠征は今後の感染の状況を見て判断する

との報告があった。また、神の国杯については 2年間開催できていないが、2020東京大会後に

再開したいと考えていて、その際に日障射連の主催事業にできないかとの発言があつた。田中

事務局長から、日障射連主催事業化はありがたいお申し出であること、ならびに神の国杯に強

化合宿を合わせて行 うには NTCが あるので出雲で行 うことの意義が必要との発言があつた。

第 2号 2020年度事業計画案および予算案について

2020年度 」SC競技力向上助成金はまだ内示がない旨と 2019年度は約 700万円であつた旨、

田中事務局長から説明があつた。また、東京大会に向けて、国内競技役員 (NTO)の講習などが

できないかと考えていることが報告された。

公式ホームページを改善し加盟団体への連絡に活用しているが対応しきれていない加盟団体

があることが田目理事から報告された。

第 3号 選手強化の状況報告
長谷川理事 (強化部会長)から選手強化の状況報告がなされた。強化指定選手個々の状況に

ついての説明と、全体にもう一段のスコアアップが求められることが報告された。その他に、

出席理事か ら現在はアス リー ト雇用の選手が主体になつていること、NTC(月 ～金曜の



9:30-17:00使用可)を選手が練習にもつと活用する余地があると考えられること、元自衛隊体

育学校射撃班監督の渡辺智義氏が 5月 合宿に参加する予定であること、もしもオリパラが延期

になった場合の国内選考規程についても見直す必要があるとの発言があつた。

第 4号 2020年東京大会の競技運営について
パラリンピック東京大会の競技役員の状況について、田中事務局長から説明があつた。国際

競技役員 (ITO)は 国際パラ射撃連盟 (WSPS)が決めること、NTOの候補者 リス トを組織委員会

からWSPSに提出し、WSPSが署名 したところであることが報告された。

第 5号 2021年以降の団体運営について

田中事務局長から、事務局体制が現在維持できているのはパラリンピックサポー トセンター

の助成があるからであり 2021年度でその助成は終了すること、2020年度から中央競技団体の

ガバナンスコー ドヘの対応の評価が始まることが説明された ‐さらに,コ鰹 年度以降の体制比

して、パラリンピックサポー トセンターが試行を進めているシェアー ドサービスを活用しなが

ら他のパラ NFと 連携するか 。健常者 順 と統合するか 。自己資金を得て自立運営をするか大き

くこの 3つが考えられること、現時点では自立運営に必要と考えられる水準の自己資金の見込

みはない状況が説明された。

霜会長から、2019年に日本ライフル射撃協会の松丸会長ならびに岸高事務局長の三者で今後

の日障射連の団体運営体制について会談をもつたこととその経緯について説明があつた。

第 6号 各種規程の整備について
田中事務局長から、東京大会の選手選考を控えあらためて 2018年 7月 1日 に施行済みのスポ

ーツ仲裁自動応諾条項の説明があつた。田口理事から、謝金 。日当規程の説明がありさらに整

備を進めていく旨の説明があつた。田中事務局長から、2020年度強化指定選手等の行動規範 (案 )

の説明があり、承認された。

第 7号 ガバナンス・コンプライアンスの推進について
ガバナンス・コンプライアンスが競技団体としてますます重要になつていることが田中事務

局長から説明があり、スポーツコンプライアンスに関するパラリンピックサポー トセンターの

冊子が出席者に配布された。

加盟団体「出雲エアライフル射撃場」にはパラタレーの選手が多く登録しているが、名称と

してどうすべきかと浜村理事から検討いただきたい旨発言があり、そのままでよいと満場一致

で承認された。

第 8号 代表者等構成員に対する諸謝金、賃金等の支給に関する承認について
強化事業において日障射連の理事・役員がスタッフとして出役した場合に謝金の支払が生じ

る場合の支給可否について田中事務局長から説明の上審議いただきたい旨発言があり、満場一

致で承認された。

第 9号 専門委員会・部会について
事務所掌規程に各専門委員会の役割が記されているが、海外遠征派遣における派遣選手団の

決定を強化部会の専決事項とするか否かについて、田中事務局長から説明の上審議いただきた
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